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抄　　　　録

　医学生が修得すべき資質・能力として，医学研究の重要性を理解し，研究マインドを持つことが
求められている。川崎医科大学においては，2015年より２学年を対象とした研究室配属プログラム
「医学研究への扉」が実施されている。今回の報告において，研究室配属プログラムの教育的効果
を明らかにすることを目的として，プログラム参加学生および教員に対してアンケート調査を実施
した。その結果，学生は研究活動を通じて論理的思考力およびプレゼンテーション能力の向上を実
感しており，一部はプログラム終了後も研究活動を継続し，学会発表や論文執筆へと展開していた。
また，プログラムを契機に研究への関心が高まったとの回答も多く，教育的意義が認められた。一
方，教室間で指導の質にばらつきがあることや，支援体制の未整備，教員の負担増など，今後の改
善に向けた課題も浮き彫りとなった。本研究は，研究活動を通じた医学生の能動的学習態度の醸成
および研究マインドの育成において，本プログラムが有効な教育手段であることを示すものである。

キーワード：�医学教育，研究室配属，研究マインド，アンケート

Abstract
   Medical students are required to understand the importance of medical research and develop 
a research mindset as essential qualities and abilities. At Kawasaki Medical School, a laboratory 
assignment program called “Doors to Medical Research” has been implemented since 2015 for 
second-year students. In this report, we surveyed program participants and faculty members 
to clarify the educational effects of the laboratory assignment program. The results showed 
that students felt their logical thinking and presentation skills had improved through research 
activities, and some continued their research after the program ended, leading to academic 
presentations and paper writing. Additionally, many respondents reported that their research 
interest had increased as a result of the program, confirming its educational significance. 
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However, challenges for future improvement were also identified, including variations in the 
quality of guidance among laboratories, insufficient support systems, and increased burdens on 
faculty members. This study demonstrates that the program is an effective educational tool for 
fostering active learning attitudes and cultivating a research mindset among medical students 
through research activities.
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はじめに
　現代医学においては，科学的根拠に基づいた
医療（Evidence-Based Medicine，EBM）の実
践が不可欠であり，その基盤となる研究能力の
涵養は，医学教育の重要な柱の一つである。こ
うした観点から，医学生の段階で研究活動を経
験させることは，将来に臨床医となるか研究
者になるかを問わず，医療人としての基本的な
資質を育成する上で意義深いとされている。実
際，文部科学省・厚生労働省が策定した「医学
教育モデル・コア・カリキュラム（令和４年度
改訂版）」においても，医学生が修得すべき資
質・能力として「医学・医療の発展のための医
学研究の重要性を理解し，科学的思考を身につ
けながら，学術・研究活動に関与して医学を創
造する。」という目的が掲げられ，医学研究の
重要性を理解し，研究マインドを持つことが求
められている1, 2）。
　こうした背景のもと，多くの医学部におい
て，医学生が基礎あるいは臨床の研究室に一定
期間配属され，研究活動に参加するプログラム
が導入されている3, 4）。これにより，学生は医学
研究の基礎理解と研究的思考を学び，将来にお
いて医学・医療の発展に寄与することのできる
人材となる素地を養うことが期待されている。
本学においては2015年より２学年を対象に５週
間の研究室配属プログラム「医学研究への扉」
を実施している。学生は期間中，学内外の研究
室で研究課題に取り組み，最終日には学会形式
の発表を行う5）。発表形式については，2015～

2019年はポスター発表であったが，2020年から
はスライドを用いた口頭発表へ変更し，より
実践的な形式にすることで発表技法の習得に努
めている。しかしながら，こうした研究室配属
プログラムの教育的効果については，必ずしも
十分に検証されているとは言いがたい。そこで
本研究では，学生および教員を対象としたアン
ケート調査を通じて，研究室配属プログラムの
教育効果を明らかにし，その意義を明確にする
ことを目的とした。

アンケート調査対象・方法
　研究室配属プログラムに関する意識や考え方
を把握するために，アンケート調査を行った。
本研究は，川崎医科大学・附属病院倫理委員会
（承認番号：6661–00）にて承認されている。
アンケートの対象は2022～2024年のプログラム
参加学生および教員（指導教員と審査員）であ
る。実施期間は学生については発表会終了後か
ら３日間，教員については発表会終了後から約
２週間にわたって実施した。アンケート方式は
記名式とし，原則として Google フォームを用
いてオンラインで実施した。学生に対するアン
ケートでは，ネットワーク環境へのアクセスが
困難な場合等に，同一内容の設問を紙媒体で配
布・回収する方法を併用した。紙媒体で得られ
た回答は，オンライン回答と一括して集計・分
析した。表１に学生に対するアンケート項目を
示した。項目⑴～⑿が単一回答方式（必須）で
あり，⑴～⑸および⑾，⑿には理由を書く記述
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欄（任意）を設けた。⑼，⑽は最も当てはまる
もの一つと次に当てはまるもの３つまでを選
択できる形式とした。また，⒀は自由記述（必
須）である。なお，これらの設問は，前任の科
目責任者である解剖学の樋田一徳教授が実施し
ていた演習後アンケートの内容を参考にし，同
一項目を使用した。また，表２に教員に対する
アンケート項目を示した。アンケート項目は年
度により追加または削除しているものがある。
項目⑴～⑺が単一回答方式（必須），⑻，⑼が
複数回答方式（必須），⑽は自由記述欄 （任意）
である。

結　果
　アンケート調査に回答した学生・教員の数を
表３に示した。なお，教員については延べ人数
であることに注意が必要である。今回は各アン
ケート項目を集計し，図１，２にそれぞれの結
果を示した。これらのアンケート調査の結果か
ら，医学生の研究室配属プログラムが学生に与
える教育的効果と運営上の課題が明らかとなっ
た。
　学生アンケートについては，項目⑴～⑸の集
計結果より，ほぼ全ての学生がプログラムに満
足しており，研究内容や指導を理解できたと評
価しており，自由記載欄では「研究や臨床の現

表１　学生に対するアンケート調査項目

番号 アンケート項目 回答項目

１ この科目の満足度は？ 非常に満足，満足，どちらともいえない，やや不満，
不満

２ 研究活動に積極的に参加できましたか？ 積極的に参加した，積極的に参加できなかった

３ 研究内容を理解できましたか？ よく理解できた，理解できた，理解できなかった

４ 研究指導を理解できましたか？ よく理解できた，理解できた，理解できなかった

５ 研究課題を理解できましたか？ よく理解できた，理解できた，理解できなかった

６ 実際に行った研究時間は，週平均どのく
らいでしたか？

週７日，週６日，週５日，週４日以内

７ 実際に行った研究時間は，一日平均どの
くらいでしたか？

12時間以上，８〜12時間，６〜　８時間，６時間未満

８ 一日の拘束研究時間は，平均どのくらい
でしたか？

12時間以上，８〜12時間，６〜８時間，６時間未満

９ 苦労したことは何ですか？ 計画立案，研究実施（含実験），ミーティング（含カ
ンファレンス），指導者との討論・お話，スライド作成，
抄録作成，予行演習

10 楽しかったことは何ですか？ 計画立案，研究実施（含実験），ミーティング（含カ
ンファレンス），指導者との討論・お話，スライド作成，
抄録作成，予行演習

11 実施期間（実質５週間）について ちょうどよい，もっと長く，もっと短く

12 実施時期（基礎と臨床の間；２年の後半）
について

ちょうどよい，もっと早く，もっと遅く

13 その他，全般的な感想などを書いてくだ
さい。

自由記載
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場を知ることができた」，「今後の学習や進路選
択の動機づけになった」等の意見が寄せられ
た。項目⑼の結果より，学生の多くが，研究内
容の整理や限られた時間内での口頭発表の準備
に苦労しているものの，自由記載欄では「スラ
イド作成を丁寧に指導してもらった」，「質疑応
答を通して発表が上達したと感じた」といった
意見が多く見られた。また，プログラム終了後
も一部の学生は研究活動を継続しており，教員

表２　教員に対するアンケート調査項目

番号 アンケート項目 回答項目 実施年度

１ 演習期間について，ご希望はおありで
しょうか

今のままが良い（５週間），今よりも
長いほうが良い（６週間～），今より
も短いほうが良い（～４週間）

2022／2023／2024

２ 演習の実施時期について，ご希望はお
ありでしょうか

今のままが良い（２年次の11月－12
月），その他

2022

３ 発表形式について，ご希望はおありで
しょうか

口頭発表，ポスター発表，どちらでも
よい

2022／2023／2024

４ 発表会の日程について，ご希望はおあ
りでしょうか。来年度も発表会は土曜
日の午前を予定しています。平日（例
えば，金曜日）の方がご都合がよろし
いですか。

土曜日がよい，平日がよい，どちらで
もよい

2022

５ 指導した学生の発表をお聞きになりま
したか

聞いた，聞けなかった，指導を担当し
ていない

2022／2023／2024

６ 来年度も学生を受け入れていただけま
すか

今年度と同じ人数を受け入れたい，今
年度よりも多い人数を受け入れたい，
今年度よりも少ない人数を受け入れた
い，受け入れられない，現時点では分
からない

2022／2023／2024

７ 来年度の発表会について，当日審査員
をお引き受けいただけますか

時間が合えば引き受けたい，引き受け
られない，現時点では分からない

2022／2023／2024

８ 「医学研究への扉」の運営（科目責任
者・司会進行係など）に興味がおあり
ですか（複数選択可）

科目責任者・副科目責任者，スライド
受付や司会進行，特になし

2022／2023

９ 演習の課題が学会発表や論文発表に
至ったことはおありですか（複数選択
可）。今年度に限らず，過去に遡って
御回答ください。

学会発表（学生が筆頭発表者），学会
発表（学生は共同発表者），論文発表（学
生が筆頭著者），論文発表（学生は共
同著者），なし，その他

2023／2024

10 その他，ご意見ご要望等ございました
ら，お願い致します（任意）

自由記載 2023／2024

表３　アンケート調査に回答した学生・教員数

年度
学生数
（回答率）

教員数
（回答率）

2022
119／146
（81.5％）

84／127
（66.1％）

2023
109／140
（77.9％）

98／131
（74.8％）

2024
96／109
（88.1%）

69／102
（67.6％）
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図１　学生に対するアンケート調査結果
　　　　グラフ上の数値は回答人数を示す。
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アンケート項目⑼より，学会発表や論文執筆に
発展した事例も見られた6–8）。一方で，学生間あ
るいは配属先教室ごとに，研究への関心や取り
組み姿勢にばらつきが見られることが問題点と
して挙げられ，自由記載欄では「配属先によっ
て拘束時間に差があり，不公平だと感じた」と
いった意見も寄せられた。
　教員を対象としたアンケート結果の集計にお
いては，項目⑴～⑶，⑹～⑻に関して，現行の
実施体制を支持する回答が多く，教員の多く
が現在の枠組みに一定の妥当性を認め，現状維
持を望む傾向があると考えられる。一方，項目
⑷の発表会日程に関しては，臨床業務を兼ねる
教員が多い臨床系教室を中心に意見が分かれる
結果となった。そのような状況の中でも，項目
⑸の結果から，多くの教員が発表会に参加して
いることも明らかとなった。自由記載欄では，
発表後の質疑応答に関して，時間が限られてお
り議論が深まらないとの意見が寄せられた。特
に口頭発表形式では，質疑が形式的になりやす

く，学生と教員との双方向の対話が十分に確保
されていないという課題が指摘された。これに
対し，ポスター形式の発表であれば，より自由
度の高い質疑応答が可能となるのではないかと
いう提案もあった。また，プログラム自体の認
知や意義について，低学年の学生には十分に伝
わっていないとの指摘もあり，早期段階からの
研究への興味喚起や情報提供の必要性が明らか
となった。加えて，学外での研究機会や学会発
表に関しては，経済的支援の不足が参加の障壁
となっていた。例えば，海外派遣制度（オック
スフォード大学）や国内学会発表の機会は存在
するものの，いずれも自己負担となっている。
費用補助制度の未整備により，希望しても参加
できない学生がいる状況が報告され，「機会は
提供したいが，支援体制が整っていない」との
声が聞かれた。

考　察
　本プログラムに参加した学生のアンケートや

図２　教員に対するアンケート調査結果
　　　　グラフ上の数値は回答人数を示す。
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自由記述の結果から，研究活動を通じた学習が
記憶に残りやすく，主体的な学びを促進してい
ることが示唆された。単なる受動的な知識習得
ではなく，実際の医学研究プロセスに関与する
ことで，学生は問題発見・解決型の学習を経験
し，自ら学ぶ姿勢を育んでいたと考えられる。
加えて，本プログラムは，医学生に対する研究
的思考の育成および研究成果を的確に伝える発
表技術の向上に一定の効果を示していることが
明らかとなった。とりわけ，研究活動に対す
る満足度が高い学生が多く見られた。また，一
部の学生においては，配属期間終了後も研究を
継続する姿勢が見られ，学会発表や論文執筆と
いった学術的活動へと発展していた。これらの
結果は，本プログラムが学生の研究への関心を
喚起し，将来の進路選択や専門的キャリア形成
に影響を与え得る有効な教育的機会となってい
ることを示している。単発的な体験にとどまら
ず，継続的な学術活動への動機づけとして機能
している点は，プログラムの教育的意義を裏付
ける重要な所見である。
　一方で，今後の課題として主に以下の６点が
重要な点として浮かび上がった。⑴研究指導の
質や量にばらつきがあるとの指摘が複数見られ
た。教室ごとの指導体制や方針の違いにより，
学生が受ける教育の内容や密度に差が生じてお
り，今後は研究指導体制の標準化および質の均
質化が求められる。そのためには，教室ごとの
特色を生かしつつ，共通の教育目標や評価基準
を共有する仕組みの構築が望まれる。⑵質疑応
答の活性化も課題として挙げられた。現行の口
頭発表形式では，時間的制約から十分な議論が
行われにくいとの意見があった。今後は，ポス
ター発表形式の併用など，多様な発表・討論
形式を検討し，双方向性を高める工夫が必要で
ある。⑶本プログラムが２学年に限定された取
り組みであることから，他学年との交流機会を
創出すべきとの指摘が見られた。他学年の学生

との情報交換や発表会への参加機会を通じて，
早期から研究への関心を喚起し，縦のつながり
を生かした学びの循環を促進する取り組みが期
待される。⑷研究を継続する学生への支援体制
の未整備も大きな課題である。特に，学会発表
や論文投稿にかかる費用の自己負担は，学生に
とって大きなハードルとなっている。今後は，
発表旅費の補助等の支援制度を新規に導入する
ことにより，学術活動への参加を実質的に後押
しする環境整備が必要である。⑸卒業時に実施
するコンピテンシー到達度の自己評価において
「研究マインドの育成」が十分に達成されてい
ない現状がある9, 10）。このギャップを埋めるた
めには，特定のカリキュラムに留まらず，全学
的な視点から研究マインドを涵養する教育プロ
グラムの再検討が必要である。例えば，多様
な研究分野に触れる機会の創出，あるいは学生
が主体的に研究課題に取り組めるような継続的
なサポート体制の構築などが考えられる。これ
は一部の意欲的な学生に限定されるものではな
く，全ての学生が卒業時に一定レベルの研究マ
インドを身につけられるよう，大学全体でカリ
キュラムの工夫や改善を継続的に検討していく
べき課題である。⑹教員側の負担増加について
も課題として認識された。学生数の増加や大学
業務・診療業務に加え，働き方改革の影響によ
り，教員が学生に対して十分な指導時間を確保
することが難しくなっている現状が浮き彫りと
なった。教員の負担を軽減しつつ教育効果を維
持できる体制の構築が求められる。これらの課
題を解決することにより，医学生の研究活動へ
の参加をより効果的・継続的なものとし，本プ
ログラムの教育的意義を一層高めることができ
ると考えられる。

アンケート結果に基づく改善への取り組み
　本プログラムでは，研究発表会後に実施する
アンケート結果を踏まえ，教育内容や運営方法
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の継続的な改善に取り組んでいる。例えば，教
員アンケートにおいて，「学生は発表を聞くだ
けでなく，自身も積極的に質問すべきである」
との意見が寄せられたことから，各発表に対し
て特定の学生を「指定質問者」として割り当
て，学生全員が必ず一度は質問を行うという
ルールを導入した。この取り組みにより，学生
の発表に対する主体的な関与が促進された一方
で，当該年度のアンケートでは，「学生による
形式的あるいは過度に長い質問により，審査員
からの有意義な質問が妨げられた」との指摘
も見られた。このため，次年度からは，指定質
問者に加えて審査員も最低１つの質問を行うよ
う運営ルールを見直し，質疑応答の質とバラン
スの向上を図った。これらの取り組みは，「医
学教育モデル・コア・カリキュラム（令和４年
度改訂版）」における「RE-04-01：研究発表」
の学習目標，特に「RE-04-01-03：他の研究者
の発表に対して質問や意見を述べることができ
る」とする目標に沿ったものであり，学生の能
動的学修態度の育成を意図している。実際，質
問を通じた双方向の学びを通じて，学生が研究
内容を深く理解し，他者の研究に対して建設的
に関与する姿勢を養う契機となっている。
　本プログラムは，2015から2019年度までは解
剖学教室が，2020から2024年度までは薬理学教
室が運営を担ってきた。教員アンケートの自由
記載欄では，プログラムを運営する教室の負担
について指摘が寄せられており，教員アンケー
ト項目⑺で運営への一定の関心が示された。こ
れを受けて2025年度以降は，基礎系教室が２年
ごとに交代で本プログラムの運営を担う方式へ
と変更することとなった。しかしながら，これ
までに蓄積してきた運営実務の経験を踏まえる
と，基礎系の一教室が単独で全学的な教育プロ
グラムを主導・管理することは，人的・時間的
資源の面で極めて大きな負担であるという実
感を持っている。このような状況を踏まえる

と，将来的には「医学教育講座」など，全学的
に医学教育を統括する専門部門を本学にも設置
し，その中で本プログラムの運営を担う体制を
整備することが望ましい。実際，いくつかの大
学ではこうした専門部署が教育プログラムの
企画運営を担う体制が整っており，教育の継続
性と質の保証が図られている事例が見受けられ
る11, 12）。今後，本学においても教育機能の持続
可能性を確保するために，制度的な支援体制の
構築が喫緊の課題と考えられる。

結　論
　「医学研究への扉」プログラムは，医学生に
とって非常に有意義な研究教育機会であり，研
究マインド，主体性，プレゼンテーション能力
の育成に大きく貢献している。今後は，より多
くの学生が研究を継続できる環境を整備し，研
究活動の充実を図ることが求められる。
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りません。
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